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第１　市民係

　１　住民基本台帳事務

　（１）　月別世帯と人口 毎月末日現在

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

10　月

11　月

12　月

１　月

２　月

３　月

　（２）　住民異動届出件数 （単位：件）

区　分

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

10　月

11　月

12　月

１　月

２　月

３　月

合　計

※転入届には住民基本台帳法第30条の46および第30条の47の届出を含む。

※（）内数字は外国人住民のみの世帯数および人口。

転　入　届 転　居　届 転　出　届 変　更　届 法30条の48

区　分 世帯数（世帯）
人口（人）

総数 男 女

－ 67 －



　（３）　原因別人口増減調べ （単位：人）

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

10　月

11　月

12　月

１　月

２　月

３　月

合　計

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

10　月

11　月

12　月

１　月

２　月

３　月

合　計

※（）内数字は外国人住民の増減数。

男総数 男 女 総数 女
出　　　生 死　　　亡

総数 男 女 総数 男 女
区　分

区　分

転　　　入 転　　　出

－ 68 －



（単位：人） （単位：人）

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

10　月

11　月

12　月

１　月

２　月

３　月

合　計

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

10　月

11　月

12　月 △ 89

１　月

２　月 △ 82

３　月

合　計

※△は減を示す。

(△17)(△1) △ 67 (△26) △ 12 (△9) △ 55△ 22 (△10) △ 60 (△16)

(△4)△ 81 △ 23 △ 58△ 34 △ 55 (△4) △ 3

(△2) △ 6

△ 5

(△16)(△39) (△23)△ 6 (△23) (△16)

(△3)(△3) △ 2

△ 2

男 女女 総数 男 女 総数男
区　分

自然増加 総数

総数 男 女
その他（減）

男 女総数
区　分

(△39)

その他（増）

社会増加
総数

(△26)

－ 69 －



　（４）　都道府県別転入転出者数 （単位：人）

北海道 愛媛県

青森県 高知県

岩手県 福岡県

宮城県 佐賀県

秋田県 長崎県

山形県 熊本県

福島県 大分県

茨城県 宮崎県

栃木県 鹿児島県

群馬県 沖縄県

埼玉県 国　外

千葉県 従前の住所なし

東京都 合　計

神奈川県 政令指定都市及び特別区からの転入転出者(注）

新潟県 都市名

富山県 札幌市

石川県 仙台市

福井県 さいたま市

山梨県 千葉市

長野県 東京都特別区

岐阜県 横浜市

静岡県 川崎市

愛知県 相模原市

三重県 新潟市

滋賀県 静岡市

京都府 浜松市

大阪府 名古屋市

兵庫県 京都市

奈良県 大阪市

和歌山県 堺市

鳥取県 神戸市

島根県 岡山市

岡山県 広島市

広島県 北九州市

山口県 福岡市

徳島県 熊本市

香川県 合　計

転　出

転　入 転　出

（注）都道府県別転入転出者数からの抽出数

※（）内数字は外国人住民の転入・転出数。

都道府県名 転　入 転　出 都道府県名 転　入

－ 70 －



　（５）　町丁別世帯数及び人口 H29.1.1現在（単位：人）

総　数 男 女 総　数 男 女

総　数 １丁目

東町 ２丁目

１丁目 ３丁目

２丁目 ４丁目

３丁目 ５丁目

４丁目 本町

５丁目 １丁目

梶野町 ２丁目

１丁目 ３丁目

２丁目 ４丁目

３丁目 ５丁目

４丁目 ６丁目

５丁目 桜町

関野町 １丁目

１丁目 ２丁目

２丁目 ３丁目

緑町 貫井北町

１丁目 １丁目

２丁目 ２丁目

３丁目 ３丁目

４丁目 ４丁目

５丁目 ５丁目

中町 貫井南町

１丁目 １丁目

２丁目 ２丁目

３丁目 ３丁目

４丁目 ４丁目

前原町 ５丁目

地　域
(町丁名)

世帯数
（世帯）

　　　　人　　　口　（人） 地　域
(町丁名)

世帯数
（世帯）

　　　　人　　　口　（人）

人 件 ％人 件 ％

－ 71 －



　（６）　年齢別人口 H29.1.1現在（単位：人）

年　齢 総　数 男 女 年　齢 総　数 男 女 年　齢 総　数 男 女

総　数

0～4 35～39 70～74

5～9 40～44 75～79

10～14 45～49 80～84

15～19 50～54 85～89

20～24 55～59 90～94

25～29 60～64 95～99

30～34 65～69 100以上

103以上

不詳者

人 件 ％

－ 72 －



　（７）　国籍別外国人住民人口 H29.3.31現在（単位：人）

人口

合　　　計

オーストラリア ホンジュラス

ベルギー インド パキスタン

アルジェリア ガンビア ナイジェリア

ブルガリア イラン フィリピン

国　　　籍 人口 国　　　籍 人口 国　　　籍

ロシア

ブラジル インドネシア

アルバニア ギニア ニュージーランド

スペイン

ミャンマー アイルランド

ノルウェー

バングラデシュ イスラエル

スイス

カンボジア イタリア

ペリー

カナダ 朝鮮

タイ

スリランカ 韓国

ポーランド

チリ ケニア

トルコ

中国 ラオス

セネガル

台湾 リビア

英国

コロンビア マレーシア

スウェーデン

クロアチア マリ

ウクライナ

チェコ メキシコ

シンガポール

デンマーク モンゴル

ベネズエラ

エチオピア モロッコ

タンザニア

フランス オマーン

マラウイ

米国

ウズベキスタン

エジプト

ガボン モルドバ

ネパール ベトナム

ガーナ オランダ

フィジー

ドイツ

－ 73 －



　２　証明交付事務

　（１）　全部・個人事項諸証明等交付事務

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

　（２）　電話窓口制度による証明交付事務 （単位：件）

戸籍附票
（除）

本館

東分館

貫井南分館

合　　　計

種　　　別 住民票 戸籍附票
母子手帳
(無料）

合　計

公
共
施
設

公
民
館

施設管理室

一
般
証
明

小　　　計

合　　　計

桜町上水会館

上之原会館

証　　明
印鑑登録

（注）（　）内は無料（公用含む）件数（内数）

（除）

印鑑登録

証　　　明

小　　　計

通知カード

住民票

個人番号カード

閲　　　覧

証　　　明

　　　　件　　　数　　 (件)

全部（謄本）

個人（抄本）

証　　　明

　　金　　額　(円)　　対前年比　(％)

住
民
基
本
台
帳

印鑑証明

仮ナンバー

種　　　別

小　　　計

住民票写し

除住民票写し

戸
　
籍

人 ％

－ 74 －



　（３）　郵送による証明交付事務

全部(謄)・
個人(抄) （

証 明 （

小 計 （

住民票写し （

証 明 （

小 計 （

身分証明 （

諸 証 明 （

小 計 （

（

（注）（　）内は無料（公用含む）件数（内数）

　（４）　コンビニエンスストアによる証明交付事務

　　　　　　件　数　(件)

住民票写し
（ 市 内 ）

住民票写し
（ 市 外 ）

印 鑑 証 明
（ 市 内 ）

印 鑑 証 明
（ 市 外 ）

　３　印鑑登録事務 （単位：件）

廃　止 転　出 その他

新規付番

　（５）　個人番号付番事務　　　　（単位：件）

除籍を含む

除住民票を含む

戸籍の附票を含む

種　　　別

戸
　
籍

住
民
基
本

一
般
証
明

台
　
　
帳

種　　　別

　　　　件　　　数　　 (件) 備　　考　　対前年比　(％)

消　　　　除

変　更 計

合　　計

死　亡
登　録

　　対前年比　(％) 備　　考

合　　計

一
般
証
明

台
　
帳

住
民
基
本

－ 75 －



　４　住居表示事務 （単位：件）

　５　身上調査等照会・回答事務 （単位：件）

　６　自動車臨時運行許可事務 （単位：件）

照会機関 地方公共団体

運　行　許　可 許可証亡失（き損）届 番 号 標 亡 失 届

その他 合　計

件　数

緑　　　町

省庁等 警察及び検察

中　　　町 貫 井 南 町

裁判所

合　　　計

梶　野　町 本　　　町

関　野　町 桜　　　町

町　　名 町　　名 住居番号付定件数住居番号付定件数

貫 井 北 町

東　　　町 前　原　町

－ 76 －



第２　戸籍係
　１　戸籍事務
　（１）　届出事件数 （単位：件）

本籍届出 非本籍届出 計 他市町村から送付 総　数
出　　生
国籍留保
認　　知
養子縁組
養子離縁
法73条の２
法69条の２
婚　　姻
離　　婚
法77条の２
法75条の２
親権・後見・後見監督・保佐

①届出
②嘱託　イ甲類審判
　　　　ロ保全処分
死　　亡
失　　踪
復　　氏
姻族関係終了
相続人廃除
入　　籍
分　　籍
国籍取得
帰　　化
国籍喪失
国籍選択
外国国籍喪失
氏の変更
①法107条１項
②法107条２項
③法107条３項
④法107条４項
名の変更
転　　籍
就　　籍
訂正・更正
①市町村長職権
②法24条2項
③法113条・114条
④法116条
⑤続柄の記載更正(嘱託)
⑥続柄の記載更正(申出)
追　　完
そ の 他
不受理申出

事 件 の 種 類
届　　　　　　出

合　　　計

人人

－ 77 －



　（２）　本籍数と本籍人口 毎月末日現在

６月 ７月 ８月 ９月

12月 １月 ２月 ３月

（注）△は減を示す

　（３）　戸籍の編製、消除等件数 （単位：件）

違反通知 その他 合　計

　（４）　人口動態調査票作成件数 （単位：件）

死　産 婚　姻 離　婚 合　計

男 女 計 男 女 計

　（５）　死体・死胎・火(埋)葬許可件数及び改葬許可件数 （単位：件）

合　計

　（６）　市民葬儀利用件数 件

　（７）　出産祝記念品贈呈件数 件

種　　別 ４月 ５月

本 籍 数(件)

増 加 数(件)

本籍人口(人)

増 加 数(人)

種　　別 10月 11月

本 籍 数(件)

増 加 数(件) △ 1

本籍人口(人)

増 加 数(人) △ 12

新戸籍編製 戸籍全部消除 戸籍の再製

出　　生 死　　亡

死体火(埋)葬 死胎火(埋)葬 改　　　葬

人人

－ 78 －



市 民 部
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第１ 文化推進係

（１） 三宅村友好都市交流事業

ア 小金井三宅島友好協会補助金（９００，０００円）

イ 三宅村訪問団招待

開催日 １０．１６

開催場所 市民会館萌え木ホール

内容 懇親会の開催

参加者数 （ア） 三宅村訪問団 ２３人 （エ） 都議会議員 １人

（イ） 市民 ２１人 （オ） 小金井市職員等 ６人

（ウ） 市議会議員 ２１人
７２人

ウ 青少年自然・文化体験交流事業 三宅

内容

平成２８年度多摩・島しょ広域連携活動助成金を活用し、三宅島全体をフィールド

とした自然・文化体験学習及び友好都市である両自治体児童の交流事業を行う予定

であったが、荒天のため中止となった。

（ア） 火山体験学習 （オ） バードウォッチング

（イ） 児童レクリエーション （カ） シーカヤック体験

（ウ） 海辺の自然観察 （キ） 三宅島伝統芸能鑑賞

（エ） フィッシュウォッチング （ク） 遊覧船乗船

対象者 小金井市在住の小学４～６年生、三宅村在住の小学３～６年生

開催予定日 ８．２１～８．２４

参加予定数 ５４人（小金井市３０人、三宅村２４人）

（２） 国際交流事業

ア 第４回小金井市日本語スピーチコンテスト 
開催日 ７．９ 
開催場所 小金井市商工会館２階会議室 

内容 
母語が日本語以外の外国籍の方々８人が、自由なテーマで日本語によるスピーチを

披露した。 
参加者数 ４９人 

イ 外国人おもてなし語学ボランティア育成講座

開催日 １．２０、１．２８

開催場所 市民会館萌え木ホール

内容

東京 オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を見据え、日本を訪れる外

国人に簡単な英語で道案内等の手助けをする「外国人おもてなし語学ボランティア」

の育成を目的とした講座を東京都との共催により行った。

参加者数 計１００人

ウ うどん打ち体験会＆国際交流懇親会

開催日 ２．１８

開催場所 婦人会館

内容
中山谷青壮年会を講師としてお招きし、外国籍市民を中心としたうどん打ち体験会

を開催した。その後、更に交流を深めるための懇親会を開催した。

参加者数 ３４人

－ 79 －



 
 

エ 小金井市こども国際交流フットサル大会

開催日 ３．４

開催場所 小金井市総合体育館大体育室

内容
小学校４～６年生の児童を対象に、外国籍の方々を交えてフットサルゲーム・昼食・

親善ゲームを行い、年齢と国籍を超えた交流を図った。

参加者数 ８２人

（３） 文化振興事業

ア ＮＰＯ法人小金井市文化協会補助金（９００，０００円）

イ 小金井薪能補助金（１，０００，０００円）

ウ 市民まつり実行委員会補助金（１０，８２１，０００円）

エ 市民まつり実行委員会事務局費補助金（２，０５０，０００円）

オ 市民文化祭実行委員会補助金（１，６２０，０００円）

カ 市民まつり事業

事業名 第４４回小金井なかよし市民まつり

開催期間 ～ 開催場所 都立小金井公園・他に市内各会場

事業部門
商工、子ども、農業、消費者、シニア、ゲートボール、イベント、フリーマー

ケット、クラシックカー、一般、合同

参加者総計 約７０，０００人

キ 文化行事（第４回小金井市民文化祭）

部門 月日 場所 内容 参加団体・個人数

展示

～
小金井 宮地楽器ホール（小金井市民交流セ

ンター）（市民ギャラリー、マルチパーパ

ススペース）

書道展 １

～

絵画等 ８

書道 ２

写真、手工芸等 ９

参加

行事

公民館東分館 囲碁大会 １

小金井 宮地楽器ホール（小金井市民交流セ

ンター）（練習室２・３）
俳句大会 １

～ 江戸東京たてもの園 いけ花と茶席のつどい １

体験

コー

ナー

～
小金井 宮地楽器ホール（小金井市民交流セ

ンター）（小ホール・スペースＮ・和室）
ワークショップ等 ５

小金井 宮地楽器ホール（小金井市民交流セ

ンター）（スペースＮ）
囲碁教室 １

出演

発表
～

小金井 宮地楽器ホール（小金井市民交流セ

ンター）（大ホール）
ダンス、音楽演奏等 ４３

小金井 宮地楽器ホール（小金井市民交流セ

ンター）（小ホール）
演劇、音楽演奏等 １２

－ 80 －



 
 

ク 江戸文化体験事業

事業名 江戸文化体験事業 江戸あやつり人形 結城座 講座＆体験＆ミニ講演

開催日 １１．９

開催場所 結城座

内容 江戸時代より 年続く江戸糸あやつり人形の技を、留学生が授業の一環として鑑賞、

体験するワークショップを実施した。

演目：三番叟、寿獅子

その他：江戸糸あやつり人形の歴史と遣い方の解説、人形遣い体験

参加者数 ５０人

（４） 市民活動団体等との連携、協働推進事業

ア 第６回こがねい市民活動まつり

開催日 ３．１１

開催場所 小金井 宮地楽器ホール（小金井市民交流センター）、フェスティバルコート

内容

小金井ＮＰＯ法人連絡会、小金井市福祉ＮＰＯ法人連絡会、小金井市市民協働支援セ

ンター準備室、小金井ボランティア・市民活動センター、小金井市の共催で、各団体

の活動内容等の紹介やパフォーマンス、映画上映、講演会「 子どもたちは？その

時私たちはこう動いた！」、防災体験ワークショップ、フードドライブ、物販等を実施

した。

参加者数 約２，５００人

イ ＮＰＯ法人派遣研修

次の目的のため、職員課と協同で次のとおり派遣研修を行った。

（ア） 市職員が、ＮＰＯ法人の日頃の活動を体験・見聞することにより、ＮＰ

Ｏ法人が地域の課題や社会的な課題の解決という公益性を持つ活動をど

のように担っているかを理解し、また、活動の活性化を図るためにはどの

ようにすればよいか（行政としての対応を含め）考える機会とする。

（イ） （ア）を通じて、市職員の協働意識の向上を図る。

（ウ） 市職員の日常業務に対する意識の向上を図る（サービス意識、コスト意

識などを培うとともに、地域貢献意識の向上を図る。）。

（エ） ＮＰＯ法人との人的ネットワークを拡大する。

コース ＮＰＯ法人名 日程
派遣

人数
主な研修内容

Ａ 木馬の会

～ 、

～ 、

～

人 オリエンテーション、学童補助

Ｂ
地域の寄り合い所

また明日

、 、、

、
人

オリエンテーション、デイホーム・保育施設・

寄り合い所の補助・交流

Ｃ
ﾌｧﾐﾘｰｽﾃｰｼｮﾝ

・

、 、

、
人 オリエンテーション、子育てサロン事業手伝い

Ｄ レッツ
、 、

人
オリエンテーション、たいそう教室とイベント

補助
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Ｅ ＵＰＴＲＥＥ
、 、

、
人

オリエンテーション、認知症カフェ・家族サロ

ン手伝い

Ｆ 黄金井倶楽部
、 、

、 、
人

オリエンテーション、教室体験、イベント準

備・運営補助

Ｇ 泰山木 ～ 人
オリエンテーション、作業補助、配達・買出し

の同行、利用者との交流

Ｈ
こがねい子ども

遊パーク

、 、 、

、 、 人 オリエンテーション、プレーパーク補助

Ｉ ＮＰＯ萼
～ 、

、
人

オリエンテーション、デイサービスとグループ

ホームの現場体験

※日程は派遣期間を示しており、コースによっては各派遣職員が数日のみ参加している場合もある。

上記の研修終了後、次のとおり報告会を行った。

開催日 １．１６

開催場所 市民会館萌え木ホール

参加者数
５３人（市職員：４０人、ＮＰＯ法人関係者：１１人、市民協働推進委員：１人、

市民協働支援センター準備室：１人）

ウ 協働推進職員研修

市職員の市民協働への理解と意識啓発を目的として、次のとおり実施した。 
開催日 １．１６ ２．２

開催場所 市民会館萌え木ホール 市役所

参加者数 １１人 ２２人

内容 ＮＰＯ法人派遣研修報告会の聴講
国立大学法人東京学芸大学教育学部准教授

を招いた講座・ワークショップ

エ 市民協働支援センター準備室

開設日 月・火・水・木・金曜日・・・午前８時３０分～午後５時（正午～午後１時は除く。）

場所
小金井市社会福祉協議会 小金井ボランティア・市民活動センター内

（ 福祉会館から本町 へ移転）

内容

２人の市民協働推進員を配置し、主に次のような業務を行った。

（ア）市民協働・市民活動についての相談

（イ）市民活動団体等と行政の間や市民活動団体相互間の協働のコーディネート

（ウ）市民協働に関係する各種会合・行事等への参加・協力

（エ）市民活動・市民協働についての情報の収集・発信

（オ）市民協働の推進に向けた仕組み等の検討

（カ）市民活動団体リストの管理など

オ 市民活動団体リストの更新

「平成２７年度版こがねい市民活動団体リスト」のＰＤＦデータを４月、６

月、８月、１月に更新した。

－ 82 －



 
 

カ 市民協働推進委員会

キ 協働事業提案制度

市民活動団体等からの提案により市と協働して事業を実施する制度（協働事

業提案制度）を開始した。

（ア） 平成２８年度実施事業

応募期間 ６．１５～７．１５

１次審査（書類審査） ９事業応募があったうち、３事業が通過

２次審査（公開プレゼンテー

ション・ヒアリング）
３事業のうち１事業採択

採択事業

事業名
講演会「知って安心！消費者被害・悪質商法対策と成年後見制

度」

団体名 相続後見シニアサポート多摩 
補助金額 １３７，２７３円

（イ） 平成２９年度実施事業

応募期間 １１．２１～１２．１６

１次審査（書類審査） ４事業応募があったうち、３事業が通過

回 数 開催日 議 題

第１回

１ 前回議事録の報告 
２ 送付資料について 
３ 協働事業提案制度について 
４ 事業実施の流れと選考について 
５ その他 

第２回

１ 協働事業提案制度の審査意見について 
２ 平成２９年度実施協働事業提案制度について 
３ その他 

第３回

１ 平成２８年度実施協働事業提案制度について 
２ 平成２９年度実施協働事業提案制度について 
３ 次回委員会の開催について 
４ その他 

第４回

１ 平成２９年度実施協働事業提案制度について 
２ 平成３０年度実施協働事業提案制度について 
３ 庁内協働事業の調査について 
４ 次回委員会の開催について 
５ その他 
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（５） 小金井 宮地楽器ホール（小金井市民交流センター）

ア 芸術文化公演事業

開催日 場所 事業名 出演 入場者数

大ホール 《協力公演》 人

大ホール
《協力公演》フィリップ・ビアンコ

ーニ ピアノ・リサイタル

フィリップ・ビアンコ

ーニ
人

大ホール
《共催》親子のためのシリーズ

影絵「三枚のおふだ」
劇団かかし座 人

大ホール

小ホール
《共催》小金井和太鼓まつり 宮地太鼓 、市民団体 人

大ホール
ザ・キングズ・シンガーズ

ザ・キングズ・シンガ

ーズ
人

大ホール
《協力公演》ユーリ・バシュメット

モスクワ・ソロイスツ合奏団

ユーリ・バシュメット

モスクワ・ソロイスツ合奏団
人

大ホール
《協力公演》ベルリン・フィル

ヴァイオリン・アンサンブル

ベルリン・フィル

ヴァイオリン・アンサンブル
人

大ホール
小松亮太スペシャル・トリオ

小松亮太、レオナルド・

ブラーボ・田中伸司
人

大ホール
こがねい 映画「踊る旅人

能楽師・津村禮次郎の肖像」

津村禮次郎

三宅流
計 人

大ホール
グザヴィエ・ド

ゥ・メストレ ハープ・リサイタル

グザヴィエ・ドゥ・メ

ストレ
人

大ホール
こがねい落語特選 納涼

平成真打競演会

古今亭菊之丞、立川談笑、

柳家三三、春風亭一之輔
人

大ホール 《協力公演》立川談春独演会 立川談春 人

大ホール
こがねい 小金井市民文化祭特別

公演 こがねいガラ・コンサート

茂木大輔、市原愛、菊

池洋子、こがねいガ

ラ・オーケストラ

人

大ホール 《協力公演》ザクセン声楽アンサンブル ザクセン声楽アンサンブル 人

大ホール 《協力公演》立川志らく独演会 立川志らく 人

大ホール
《協力公演》

石田泰尚の華麗なる世界
石田泰尚 人

大ホール
こがねいクリスマスコンサート

荘村清志×福田進一 波多野睦美

荘村清志、福田進一、

波多野睦美
人

大ホール

こがねい落語特選

新春 看板真打競演会

～江戸の粋～

三笑亭夢太朗、五街道

雲助、春風亭一朝、柳

家喬太郎、林家二楽

人

大ホール
こがねいニューイヤーコンサート

上妻宏光～伝統と革新～

上妻宏光

伊賀拓郎
人

大ホール 人

大ホール
《共催》 沖仁

フラメンコギターコンサート
沖仁 人

大ホール 堤剛＆小山実稚恵デュオ・コンサート 堤剛、小山実稚恵 人
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大ホール

フレッシュ名曲コンサート

開館５周年記念

ベートーベン「第九」

三ツ橋敬子、竹多倫子、清水華

澄、吉田浩之、小森輝彦、東京

フィルハーモニー交響楽団、こ

がねい第九合唱団

人

小ホール

こがねい

トークセッション「おれたち小金井

族」岩井秀人×深田晃司

岩井秀人、深田晃司 人

大ホール
親子のためのシリーズ

音楽の絵本

ズーラシアンブラス

弦うさぎ
人

大ホール
こがねい 深田晃司監督作品

特別上映会 「淵に立つ」
人

イ 市民芸術振興事業

開催日 場所 事業名 出演・連携等 入場者数

大ホール
小金井 宮地楽器ホール使いこなし

術 合同避難誘導訓練
人

大ホール
小金井 宮地楽器ホール使いこなし

術 スタインウェイ・ピアノ体験会
計 人

大ホール
小金井 宮地楽器ホール使いこなし術

施設利用者のための施設見学会
計 人

～

マルチパーパ

ススペース、市

民ギャラリー、

練習室

小金井阿波おどり応援イベント

「えんにち」

小金井阿波おどり実行

委員会、ＮＰＯ法人 小

金井こらぼ、東京農工大

学落語研究会、柳家ろべ

え

延べ

人

～ マルチパーパ

ススペース
《共催》小金井薪能写真展 小金井薪能事務局

小ホール
はじめての「合唱」

はじめての「歌うドイツ語」

長谷川冴子、半田規子、

三ヶ尻正、松本康子、

見角悠代

計 人

～ 市民ギャラ

リー

《共催》小金井市芸術文化振興計画

推進事業 小金井と私 秘かな表

現 市民生活展「想起のボタン」

ＮＰＯ法人

アートフル・アクショ

ン

延べ 人

小ホール

「こがねいガラ・コンサート」をも

っと楽しむための茂木大輔音楽講

座（ミニコンサートつき）

茂木大輔、菊池洋子 人

大ホール
青少年のための「こがねいガラ・コ

ンサート」リハーサル公開

茂木大輔、こがねいガ

ラ・オーケストラ
人

～

小ホール

練習室

《共催》 こがねい

劇団「サンプル」ワークショップ
松井周 他 延べ 人

大ホール
小金井 宮地楽器ホール使いこなし

術 レセプショニスト体験講座

サントリーパブリシティサ

ービス株式会社、レセプシ

ョニスト・マネージャー

人

小ホール クリスマス・ミニ・コンサート
法政大学工学部マンド

リンクラブ
延べ 人

月

～ 月
小ホール 開館５周年記念「第九」公募合唱団 泉智之、莟道子 人
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～
和室

市民ギャラ

リー

親子のためのシリーズ

春休み！親子 茶道体験

春休み！親子 華道体験

小金井市文化連盟

茶道

組 人

華道

組 人

年間 スペース「Ｎ」 日曜カフェ 後藤圭 他 計 人

年間 館外 まちかどコンサート（アウトリーチ） 春風亭柏枝 他 計 人

ウ 会場使用状況 （単位：件）

室名／月別 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ 計

大ホール

小ホール

市民ギャラリー

練習室１

練習室２

練習室３

練習室４

和室

マルチパーパス
スペースＡ

マルチパーパス
スペースＢ

マルチパーパス
スペースＣ

スペース「Ｎ」

計

エ 目的別利用状況 （単位：件）

目的／月別 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ２ ３ 計

音楽

ダンス・舞踊

式典・講演会・講習会

演劇

映画

茶道

展示

その他

計
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オ 運営協議会

カ 命名権

市の財産を有効に活用し、新たな財源を確保することにより、当該施

設等の持続可能な管理・運営を行い、これにより市民サービスの向上を

図ることを目的として平成２７年４月１日より命名権（ネーミングライ

ツ）制度を導入している。

ア ネーミングライツパートナー

株式会社宮地商会

イ  愛称

小金井 宮地楽器ホール

ウ 期間

平成２７年４月１日～平成３０年３月３１日（３年間）

エ 金額

年額３００万円（期間合計９００万円）

回 数 開催日 議 題

第１回

１ 前回議事録の確認 
２ 平成２７年度事業報告について（報告） 
３ 平成２８年度事業の状況について 
４ その他 

第２回

１ 前回議事録の確認 
２ 平成２９年度事業計画について（報告） 
３ その他 
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（６） 芸術文化振興計画推進事業 小金井アートフル・アクション！

プログラム 内 容

Ⅰ
市
民
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
協
働
し
た
作
品
の
制
作

保育園アートプロジ

ェクト

～ 、

愛の園保育園 「ぼく

の、わたしの、「あき

のようせい」みーつけ

た！」

■目 的：保育園父母会による恒例行事「あきまつり」におけるホ

ールイベントの一つとしての実施。参加型イベントを行うことによ

って、園児や保護者の交流の幅を広げ、「秋」をテーマにすることで、

季節を感じ、楽しむ体験をする、

■参加アーティスト：松村拓海、清水達生、西尾健一

■運 営：園職員、父母会

■参加者： 人 園児、保護者、および近隣の方々

■内 容

・ 幼児クラスの縦割り散歩で、どんぐりや松ぼっくりなど「あ

きさがし」を実施

・ ～ 園の玄関ホールに「あきポスト」を設置し、見つけた「あ

き」を集める

・あきまつり当日：紙袋を利用した土台に、どんぐりや松ぼっくり、

切り紙を貼り付けた「ようせい帽子」づくり、およびミュージシャ

ンによる音遊びを実施。また、園庭でのフィナーレの曲「にんげん

っていいな」の演奏

学校連携事業
市立小金井第四小学

校での実践

■草や布をねじる、組む、そして空間を編む

■市立小金井第四小学校、三楽公園

■対 象： 年生 ３クラス（ 人）

■講師：下中菜穂

■目的：日常の中に何気なく存在する「紐」をテーマにしたアート

活動を通じ、日常生活のとらえ方やものの見方など、新たな発見を

する体験をし、それが心の豊かさを追求するきっかけとなることを

目指す。

■内 容

：１回目 ３クラス合同で、 （エンサイクロペディア・シネマ

トグラフィカ）の映像を観る。班に分かれて布を割き、ひも玉を作

る体験をする。

、 ：２回目 クラスごとに実施。 回目に作ったひも玉を中心

に、いろいろな方法で紐を編んでみる。

：３回目 ３クラス合同。 回目に作った紐や、クラスごとに作っ

た長いひもを用いて公園を飾り、自らが空間に働きかけることで空

間が変化する体験をする。紙やキャンバスの代わりの自然や屋外、

というのではなく、紐の登場で空間が変わること、その変化のプロ

セス自体が作品と捉える。
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Ⅱ

芸
術
文
化
と
市
民
を
つ
な
ぐ
機
会
の
整
備

学校連携事業

市立前原小学校での実

践

■前原たてもの園をつくろう！

■市立前原小学校

■対 象：６年生３クラス（ 人）

■講 師：前田幸則 瀧本広子

■目 的：教育現場でも 化が進んでいることから、大きい生のま

まの扱いにくい材料をグループで用いながら、大きな空間を作るこ

とを通して実感のある体験ができるようプログラムした。体を大胆

に使う、初めての道具を使うなど、図工の授業では体験しにくい活

動を行った。グループワークの中では、役割を分担したり、新たに

触れる道具を用いて新しい経験に向かった。

■内 容：当初より用意された５種類、６つの材料と形態の異なる

プロトタイプをくじ引きで選び、グループで造作した。グループに

はおおよそ 名から 名の大人のスタッフが伴走した。模型や図面

を読み、カッターやノコギリ、ナタなど、通常用いない道具を用い

て、未経験の大きくて薄い材料を丁寧に切り出した。切り出した材

料を配置する場所で組み上げ小屋を作った。最終日は創作過程や完

成した小屋を招待した保護者などに見せた。当初のプロトタイプか

ら、それぞれのグループの個性や熱意、興味関心などが反映されて、

個性的な空間となった。１週間の展示後、授業の時間を使って、撤

収作業を行った。使った材は基本的に再利用するため、丁寧に結束

したり、分類を行い、道具なども返却した。

、 ： 回目 グループごとに材料の切り出しを行う。

、 ： 回目 チームの大人とともに、材料をくみ上げる。

： 回目 チームごとに「自分たちの空間」を作るためのアイデ

アを出し合い、造形する。

市立本町小学校での実

践

■「 年生のわたし」本町小自画像展

■市立本町小学校、住宅供給公社本町住宅内の公園

■対 象： 年生 クラス（ 人）

■目 的： 年生のいまの自分と向き合い、自分とは何か、描くこと

を通して考えた。野外展示では見せることにも意識を向け、自分を

表現することを考えた。児童の中で普段とは違う新たな自分と出会

うきっかけとなることを目指した。

■講 師：いちむらみさこ

■内 容：

・大きな紙に慣れるため体操をする。色に触れ、頭を柔らかくする。

・自分を描く。自分とは何か、何をどう表現したら自分か考える。

・描いた作品を見せるまでを表現と捉え、作品の見せ方を考える。

空間の中での作品の見え方の違いを楽しむ。
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：１回目 ウォーミングアップ。体操をして メートルのロー

ル紙にクラス全員で自分を描いてみる。

： 回目 ： 回目

ひとりひとり大きな紙に向かい自分を描く。

：４回目 野外展示。グループごとに展示方法を考え、展示・

鑑賞する。

教職員ワークショッ

プ

小学校の先生を

対象としたワークシ

ョップ

■目 的：小金井アートフル・アクション！事業の中で、小学校で

行った授業を主題として成果や課題について議論し、次年度につな

げることを目的とした。

■アートスポットシャトー小金井

■講師：西村徳行 東京学芸大学准教授

■参加者：学校連携事業参加アーティスト、市内図工科教員、

法人アートフル・アクション市民スタッフ 人

■内容：

本事業では、これまで５年にわたり、小学校で活動を行ってきてい

るが、単に授業を行うだけでなく、授業終了後の振り返りを通し、

課題や成果を整理することが今後のより良い授業の実施のために効

果的である。そこで今年度実施内容を参照例とし、参加した小学校

の教諭、市内図工科、学級担任、参加アーティスト、サポートした

市民スタッフと振り返りのワークショップを実施した。本年度は、

専門家として西村徳行東京学芸大学准教授をゲストに招いた。西村

先生には、授業を参観してもらい、現場の様子を踏まえた上で、成

果と課題や学校連携授業の可能性について提起をいただき、参加者

でディスカッションを行い、記録として取りまとめた。

Ⅲ

市
民
参
加
の
き
っ
か
け
と
な
る
講
座
の
運
営

運
営

異世代間をつなぐワ

ークショップ

小金井と私 秘かな

表現ワークショップ

■目 的：「小金井と私 秘かな表現」では、平成 年度からアー

ティストのアサダワタル氏をディレクターに迎え、参加した市民が

日常の暮らしの中の発見や気づきを大切にし、表現に育むことを試

みている。今年度は前半に「小金井と私 秘かな表現 市民生活展

想起のボタン」を開催し、後半に「小金井と私 秘かな表現 ワー

クショップ」を開催した。

■小金井宮地楽器ホール、前原暫定集会所、小金井アートスポット

シャトー２ ギャラリー、マロンホール、上之原会館、婦人会館 

■ゲストディレクター：アサダワタル 

■参加者 13 人（小金井市在住・在勤のワークショップ応募者）■

■内容： 

プレワークショップ 11.13 個の記憶のエピソードを音読する 

第１回 12.4 まちを楽しむアクションを考える 

第２回 1.15 まちの記憶を“地図”に落とし込む 

第３回 1.28 まちを見てみる 

第４回 2.19 まちを使ってみる／遊ぶ 

第５回 3.5 振り返り、次年度に向けて 
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広報・アーカイブプ

ログラム

■内容

・広報事業：「まちはみんなのミュージアムだより」を事業と連動す

る形で 回発行した。 は、 月に開催された「小金井と私 秘

かな表現 市民生活展 想起のボタン」特集、 では、小金井ア

ートウイークス、学校連携事業に合わせて、第４小学校のプロジェ

クトのゲストアーティストである下中菜穂氏にお話を伺った。

・振り返りミーティング：次期の小金井市芸術文化振興計画の策定

を考慮し、これまでアートフル・アクションが行ってきたことの振

り返りとまとめを行うために、アートフル・アクションに関わって

きた人々とこれまでの事を振り返るミーティングを開催した。

モデレータ：井尻貴子（特定非営利活動法人 こども哲学・おとな哲

学 アーダコーダ理事）戸舘正文（一般財団法人地域創造）

：振り返り座談会第１回

：振り返り座談会第 回

：振り返り座談会第 回

：初代事務局長インタビュー ゲスト：佐藤李青（アーツカウ

ンシル東京）

・アーカイブシステムの開発：日々の活動の営みや、感じたことを

記録し、外に魅力として発信していくための試みとして、札幌市立

大学の須之内元洋氏と共に行った。

人材育成プログラム

地域連携

日常的な人材育成プ

ログラム

■目的：小金井の街にアーティストを招聘して小金井で制作をする

ことを仮定し、アーティストにどのような小金井の資源、特徴を提

示することができるかという観点から街のリサーチを行った。この

調査の結果を踏まえ、街を新たな視点で捉えるアイデアを取りまと

めた。今後は、この基礎資料をもとに、実際にアーティストを招聘

し、制作につなげる。

■アートスポットシャトー小金井

■内容

第１回： 風景とは何か？ 人

第２回： 縄文から見る街の歴史 地誌学と農業、水、文化 人

第３回 「場」人を集める、人が集まる 人

第４回 暮らしから見た小金井 人

第５回 小金井の文化を形作るもの 人

■目的：小金井アートフル・アクション！では、すべてのプログラ

ムを市民スタッフ、ボランティア、学生インターンを交えて運営し

ている。運営にあたっては、企画、制作、記録作成などすべての段

階でその参加を得ている。特にそれぞれの市民が持っている技術や

経験を尊重し、対話を重ねながら実際のプログラム作りを進めるこ

とが、それぞれの人の成長につながるという認識から、プログラム

に関わる仮説を実証する実験や調査、情報の共有に重きをおいてい

る。
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Ⅳ

成
果
を
共
有
す
る

成果の発表

～

小金井と私 市民生

活展「想起のボタン」

■目的：昨年度の「小金井と私 秘かな表現」ワークショップに参

加したメンバーが、まちの記憶やまちに暮らす人々の記憶を探り、

その記憶に寄り添いながら表現へと変換していく「市民メディエイ

ター」となり、ともに展示を作っていくことで、暮らしのなかの「秘

かな表現」を発見し、それぞれの暮らしをより豊かに生きていける

きっかけの一つとなることをめざした。また、まちとまちに暮らす

人々の記憶をテーマにすることで、観覧者の心の奥にそっとしまっ

てある、大切な記憶を思い起こすような展示の空間をつくることを

目的とした。

■小金井 宮地楽器ホール（小金井市民交流センター）

市民ギャラリー

■ゲストディレクター：アサダワタル 

■参加者：800 人

■内容：展示

・ 市民へ募集し、集まった記憶のエピソードを白い風船

と共に漂うように展示した。

・ スタッフが 名の小金井市民の方に行ったインタビ

ューをまとめた冊子と、そのインタビューの中から印象に残ったモ

ノを実際に再現し展示

・ 「市民メディエイター」が小金井や小金井に暮らす人々

の記憶に寄り添いながら表現へと変換した作品を６点展示

：イベント

・「市民メディエイター」のギャラリートーク 全 回

・８ フィルム上映会

・想起の時報（会期中毎 時）

・味の記憶を再現する「想起の試食会」

・想起の座談会 ゲスト：松本篤氏（ 法人記録と表現とメディア

のための組織 ）、野口由紀子氏（『武蔵野から』編集長） 

平成 年度芸術文化

振興計画推進事業成

果発表（小学校でのプ

ログラムの成果発表）

■目的：小学校の活動は外から見えにくいことや、これまでの成果

展が場所的に単調になってきたことから、小学校での活動、成果を

児童の生活圏に近い場所で近隣住民の支援や応援を得ながら実施

し、活動の理解と浸透を図った。

■内容：平成 年度は「まちはみんなのミュージアム 学校編」と

して実施した。市内の 校で実施したアーティストを招いた授業及

びその成果を、 回にわたって学校外に（ 校）、学校に（ 校）人を

招くプログラムとしてとして市内各所で実施した。

第四小学校 −草や布をねじる、組む、そして空間を編む

場所：三楽の森、三楽公園、校庭など

前原小学校−前原たてもの園をつくろう！

場所：前原小学校校庭

本町小学校− 年生のわたし

場所：本町小学校、住宅供給公社本町住宅内の公園
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Ⅴ

研
究
実
績
他

【報告書】平成２８年度 小金井アートフル・アクション！実施報告書

【二ユースレター】まちはみんなのミュージアムだより  

特集 「小金井と私 秘かな表現 市民生活展 想起のボタン」

特集「生きることはつくること、つくることは生きること～フィールドミュージアムの可能性～」 

【助 成】平成２８年度 文化庁 文化芸術振興費補助金 文化芸術による地域活性化・国際発信推進事業

平成２８年度 一般財団法人地域創造 地域の文化・芸術活動助成 

【共 催】アーツカウンシル東京 公益財団法人 東京都歴史文化財団  

（７）小金井市立はけの森美術館

ア 展覧会等入館者数 

 
イ 関連企画 

開催日 開催日数 展覧会・事業名 入館者数

（ ）～
日

平成 年度分

所蔵作品展

「開館１０周年記念 中村研一回顧展 」

人

（平成 年度分）

～ ２７日

企画展

「中村研一とその時代 笠間日動美術館のパレットコ

レクションより」

人

７～ 日

企画展

「開館１０周年 風景への視線 郡山市立美術館所

蔵 近代イギリス風景画展」

人

日 新春ギャラリーコンサート 人

～（ ）
日

（平成 年度分）

所蔵展

「開館 周年記念 さまざまな道程」

人

（平成 年度分）

計 人

展覧会・事業名 事業区分 事業名・内容等 
所蔵作品展

「開館１０周年記念 中村研一回顧

展 」（ ）～

周年記念オリジナル

グッズプレゼント

会期中 先着順、なくなり次第終了

観覧券を購入した方に、開館 周年を記

念したオリジナルグッズ（缶バッチ、マグ

ネット各 種）をプレゼントした。

鑑賞 創作プログラム 「さがして・あつめて・くっつける中

村さんの絵」

講師：藤田百合・赤松千佳・妹尾喜久子

参加者： 人

学芸員によるギャラリー

トーク 講師：当館学芸員

参加者： 人
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ウ 教育普及

教育普及事業

鑑賞教室（小学校４年生） 南小学校： 人

前原小学校： 人

東小学校： 人

緑小学校： 人

第三小学校： 人

第一小学校： 人

本町小学校： 人

第四小学校： 人

第二小学校： 人

出張授業 事前授業

緑小学校

、 本町小学校

企画展

「中村研一とその時代 笠間日動

美術館のパレットコレクションより」

～

読み聞かせイベント ～おはなしのへや～展覧会鑑賞券付！お

はなし なつのへや

講師：こごうちぶんこ ことりのへや

参加者： 人

ワークショップ 夏の思い出を書く～水彩を通してアニメ

ーションの背景を体験しよう～

講師：牟田いずみ（アニメーション背景美

術家）

参加者： 人

学芸員によるギャラリー

トーク

講師：当館学芸員

① 参加者： 人

② 参加者： 人

企画展

「開館１０周年 風景への視線

郡山市立美術館所蔵 近代イギ

リス風景画展」

～

鑑賞 創作プログラム 「～ぐんぐんふくらむ みる・つく

る楽しさ～アート・キューブであそぼ！」

講師：藤田百合・赤松千佳・妹尾喜久子

参加者： 人

学芸員によるギャラリー

トーク

講師：当館学芸員

① 参加者： 人

③ 参加者： 人

所蔵展

「開館 周年記念 さまざまな道

程」

ワークショップ みんなのマーブリング教室－水の動きを

捕まえる－

講師：こごうちぶんこ ことりのへや

参加者： 人
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職場体験 ～

緑中学校

東中学校

ギャラリーコンサート 「カウンターテナーとチェンバロで

彩る研一の時代」

カウンターテノール：眞弓創一 チェン

バロ：山下実季奈

参加者： 人

エ 運営協議会

第 回
（火）

所蔵展「開館１０周年記念中村研一回顧展」の観覧

委嘱状の交付

委員自己紹介

事務局紹介

正副会長互選

運営協議会の運営等について

事業実施報告等

平成 年度の事業予定と予算について

その他 意見交換 次回日程調整等

第２回
（金）

企画展「開館１０周年記念中村研一とその時代 笠間日

動美術館のパレットコレクションより」の観覧

事業実施報告等

意見交換等

その他 次回日程調整等

第３回
（火）

企画展「開館１０周年記念風景への視線 郡山市立美術

館所蔵近代イギリス風景画」の観覧

事業実施報告等

意見交換等

その他 次回日程調整等

第４回
（火）

事業実施報告等

平成 年度事業予定について

意見交換等

その他 次回日程調整等

 
オ 新収蔵作品 

下記作品について、市立はけの森美術館収集評価委員会の審議結果に基づき、寄附

申込みを受領し所蔵品として収蔵した。 
寄附作品 中村研一による油彩作品 ３点

中村研一による水彩・素描作品 ６点

中村研一による掛け軸 １点

伊東深水による水彩・素描作品 ９点

寄附目的 小金井市民はじめ、多くの方々に見ていただくため
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カ 作品貸出

○ 新居浜市美術館

「新居浜の美術〈昨日・今日・明日Ⅲ〉 光風会を中心に 」

会期： ～

貸出作品：中村研一作品 点（油彩 点、素描 点）

○ 兵庫県立美術館、広島市現代美術館

「 年± 年」

会期：兵庫 ～ 、広島 ～

貸出作品：中村研一 シンガポールへの道 年 油彩・カンヴァス

○ 株式会社ホテルオークラ東京

「第 回秘蔵の名品アートコレクション展 旅への憧れ、愛しの風景 マルケ、

魁夷、広重の見た世界」

会期： ～

貸出作品：中村研一 フランス風景 年 油彩・カンヴァス

キ 助成金

平成２８年度 文化庁 文化芸術振興費補助金

文化芸術による地域活性化・国際発信推進事業 
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第２　集会施設係

（１）会場使用状況 （単位：時間）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

Ａ 会 議 室

Ｂ 会 議 室

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（単位：円）

部屋 

 月

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

１０月

１１月

１２月

１　月

２　月

３　月

計

１　萌え木ホール（市民会館）　〈 平成１３年４月開館 〉

（２)目的別使用状況

（３）収入状況

施設使用料（調定額） 施設使用料（調定額）
合　　計Ａ 会 議 室 Ｂ 会 議 室
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（１）会場使用状況 （単位：時間）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

ギ ャ ラ リ ー

Ａ 会 議 室

Ｂ 会 議 室

和 室

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（単位：円）

部屋 

 月

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

１０月

１１月

１２月

１　月

２　月

３　月

計

施設使用料（調定額） 施設使用料（調定額）
合　　計ギャラリー Ａ 会 議 室 Ｂ 会 議 室 和 室

２　マロンホール（東小金井駅開設記念会館）　〈 平成１７年１０月開館 〉

（２)目的別使用状況

（３）収入状況
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（１）会場使用状況 （単位：時間）

室 名 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

Ａ 会 議 室

Ｂ 会 議 室

Ｃ 会 議 室

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（単位：円）

部屋 

 月

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

１０月

１１月

１２月

１　月

２　月

３　月

計

（２)目的別使用状況

（３）収入状況

施設使用料（調定額） 施設使用料（調定額）
合　　計Ａ 会 議 室 Ｂ 会 議 室 Ｃ 会 議 室

３　前原暫定集会施設　〈 平成１８年５月開館 〉
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（１）会場使用状況 （単位：時間）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室 Ａ

集 会 室 Ｂ

和 室 １

和 室 ２

料 理 室

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（単位：円）

部屋 

 月

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

１０月

１１月

１２月

１　月

２　月

３　月

計

（３）収入状況

施設使用料（調定額） 施設使用料(調定額)
合　　計集会室Ａ 集会室Ｂ 和室１ 和室２ 料理室

４　婦人会館　〈 昭和４２年８月開館 〉

（２)目的別使用状況
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（１）会場使用状況 （単位：時間）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室 Ａ

集 会 室 Ｂ

集 会 室 Ｃ

和 室 １

和 室 ２

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（単位：円）

部屋 

 月

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

１０月

１１月

１２月

１　月

２　月

３　月

計

５　上之原会館　〈 昭和５８年８月開館 〉

（２)目的別使用状況

（３）収入状況

施設使用料（調定額） 施設使用料(調定額)
合　　計集会室Ａ 集会室Ｂ 集会室Ｃ 和室１ 和室２
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（１）会場使用状況 （単位：時間）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室 Ａ

集 会 室 Ｂ

和 室 １

和 室 ２

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（単位：円）

部屋 

 月

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

１０月

１１月

１２月

１　月

２　月

３　月

計

６　前原町西之台会館　〈 昭和６２年３月開館 〉

（２)目的別使用状況

（３）収入状況

施設使用料（調定額） 施設使用料（調定額）
合　　計集会室Ａ 集会室Ｂ 和室１ 和室２
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（１）会場使用状況 （単位：時間）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室 Ａ

集 会 室 Ｂ

和 室 １

和 室 ２

和 室 ３

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（単位：円）

部屋 

 月

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

１０月

１１月

１２月

１　月

２　月

３　月

計

（２)目的別使用状況

（３）収入状況

施設使用料（調定額） 施設使用料(調定額)
合　　計集会室Ａ 集会室Ｂ 和室１ 和室２ 和室３

７　桜町上水会館　〈 昭和６２年１０月開館 〉
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（１）会場使用状況 （単位：件）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室

計

（２)目的別使用状況 （単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（１）会場使用状況 （単位：件）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

和 室 １

和 室 ２

計

（２)目的別使用状況 （単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

８　貫井北町集会場　〈 昭和４７年１２月開館 〉

９　貫井北町中之久保集会所　〈 昭和５９年１１月開館 〉
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（１）会場使用状況 （単位：件）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

和 室 １

和 室 ２

和 室 ３

計

（２)目的別使用状況 （単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（１）会場使用状況 （単位：件）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室 Ａ

集 会 室 Ｂ

和 室

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

１０　前原町丸山台集会所　〈 昭和６０年１月開館 〉

１１　東町集会所　〈 昭和６３年１０月開館 〉

（２)目的別使用状況
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（１）会場使用状況 （単位：件）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室

和 室 １

和 室 ２

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（１）会場使用状況 （単位：件）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室

和 室 １

和 室 ２

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（２)目的別使用状況

１３　東町友愛会館　〈 平成５年４月開館 〉

（２)目的別使用状況

１２　貫井南町三楽集会所　〈 平成２年３月開館 〉
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（１）会場使用状況 （単位：件）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室 Ａ

集 会 室 Ｂ

和 室

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（１）会場使用状況 （単位：件）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室 Ａ

集 会 室 Ｂ

和 室

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

（２)目的別使用状況

１４　中町桜並集会所　〈 平成８年１０月開館 〉

（２)目的別使用状況

１５　貫井北五集会所　〈 平成９年４月開館 〉
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（１）会場使用状況 （単位：件）

部 屋 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

集 会 室

和 室

計

（単位：団体）

目 的 ＼ 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

サ ー ク ル 活 動

町 会 ･ 自 治 会 ･ 子 供 会
・ 老 人 会 の 活 動

その他の会議・打合等

集 会 ・ 講 演 会 ・
講 座 ・ 相 談 会 等

イ ベ ン ト ・ 行 事

計

１６　中町天神前集会所　〈 平成９年４月開館 〉

（２)目的別使用状況
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市 民 部

経 済 課

産 業 振 興 係

消 費 生 活 係





第 １　産業振興係

　１　労政関係

　　（１）　就職相談会

　　（２）　勤労者福祉

小金井市勤労者福祉サービスセンター事業

　　（３）　就労支援　　　

　ア　合同就職面接会　

合同就職面接会

就職フェアin国分寺

合同就職面接会

　イ　就労支援サイト「こがねい仕事ネット」運営状況 (単位：件）

※求人情報や事業者情報を提供する情報サイト

※ＰＣ版はトップページのセッション数、携帯版は求人個票ページビュー数を記載

31人 5件 30人

求人検索機利用者

26人

備考

共催：ハローワーク立川

共催：ハローワーク立川

相談人数

25人

紹介件数

3件

就職件数

1人

実施日 参加人数

36人

45人

会員数 実施事業

1,279人
1 在職中の生活安定事業  2 健康の維持増進事業　3 老後生活の安
定事業　4 自己啓発事業 5 余暇活動事業　　他

参加事業者数 12社、参加人数 53人、
内定 2人、採用0人、対象 全年齢

備　考

参加事業者数 12社、参加人数 44人、
内定 14人、採用 6人、対象 全年齢

参加事業者数 10社、参加人数 50人、
採用 4人、対象 全年齢

加入事業者数

678事業者

内　　容

ＰＣ版
登録事業者 3月末求人数

携帯版

3人

実施日

共催　東京しごとセンター多摩、三鷹
市、武蔵野市、他

共催　ハローワーク立川、国分寺市、
国立市

共催　東京しごとセンター多摩、三鷹
市、武蔵野市、国分寺市、他

延べアクセス数（H28.4.1～H29.3.31）
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　２　農業関係

　　（１）　農業振興連合会関係

　ア　会　議

　イ　立毛品評会

ハウス部門 トマト、キュウリ等 （主催団体）

露地部門 ナス、トウモロコシ等 農業振興連合会

小規模部門 （実施団体）

露地部門 ブロッコリー、キャベツ等 農産物生産組合

小規模部門 ダイコン、ハクサイ等 ＪＡ東京むさし小金

井地区支部長会

 ウ　第67回 農業祭及び農業振興品評会

　エ　市民まつり

　オ　学童収穫体験

第一小学校 　3年、　梅の実学級 人

第二小学校 　1年、　6年、さくら学級 人

第三小学校 　1年、　2年 人

第四小学校 　1年、　2年 人

東小学校 　2年、　3年 人

前原小学校 　2年、　3年 人

本町小学校 　1年、　2年 人

緑小学校 　2年、　3年 人

南小学校 　2年、　3年 人

もくせい教室 人

人

実施日

定例役員会

実施日

秋 野 菜・う ど

区分
内容

15点

7点

　6点

6点

13点

ナス、トウモロコシ等

主催・実施団体

夏　　野　　菜

内　　　容

実施日 部 門 別 出 品 点 数

定例総代会

内　　　容

馬鈴薯

馬鈴薯

馬鈴薯

馬鈴薯

学  校  名

行　　事　　名

第44回小金井なかよし市民まつり

開催日

10.15～10.16

甘　藷

馬鈴薯

馬鈴薯

馬鈴薯

開催日

実施日

出品点数区　　分 備　　　考
（農業祭会場）
小金井 宮地楽器ホール（小
金井市民交流センター）
フェスティバルコート
（農業祭表彰式会場）
ＪＡ東京むさし
小金井支店

競技・一般木

盆栽鉢物

入賞者数表彰式

植木・苗木

物　　産

品 目

寄せ植え

～

合　　　　計

備 考

協力農家
の圃場を
活用

馬鈴薯

馬鈴薯

学年及び参加者数

内　　　　　　容

農産物・植木の即売、苗木の配布
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　カ　補助事業

　キ　支援事業

ウリ科の作物を作付けする農業経営者に対して土壌残留農薬検査の補助を
行った。

区 分 概　　　　　要

環境対策

環境に優しい農業資材の購入者に対して補助を行った。

植木振興対策として苗木の無料配布の支援を行った。
（年2回、1回400本）

苗木の無料
配布事業

庭先販売奨
励事業

加入者に対して奨励品の支給を行った。

庭先販売所の所在地等を市報に掲載し、ＰＲを行った。

区 分 概　　　　　要
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　　（２）　農園関係

　　　ア　市民農園 1区画12㎡

くりやま市民農園

（7.4.1開園28.11.30休園）

みどり第２市民農園

（11.9.1開園）

みどり第３市民農園

（24.8.1開園）

　　　イ　体験農園 1区画30㎡

たかはしファーム

（15.9.1開園）

ベルファーム

（20.3.22開園）

　　　ウ　農家開設型市民農園 1区画10㎡

田中ファーム

（19.4.1開園）

　　　エ　高齢者農園 1区画6㎡

東町二丁目高齢者農園

（5.4.１ 開園）

中町二丁目高齢者農園

（17.10. 1 開園）

　　（３）　農業振興関係

　ア　認定・認証農業者

総 面 積

1,489.46㎡

総 面 積区 画 数

715.00㎡

4,489.46㎡

674.83㎡

市役所 市役所

個別相談・受付 人数

総 面 積

区 画 数

緑町4丁目14番

東町2丁目25番 697.00㎡

758.00㎡

農　園　名 所　在　地

農 　園　 名

1,371.83㎡

中町2丁目3番

区 画 数所　在　地

3,000.00㎡

農 　園　 名

貫井南町1丁目19番

合　　　計 3,344.15㎡

所　在　地

所　在　地 総 面 積

863.37㎡

1,722.78㎡中町2丁目22番

緑町3丁目9番

農　園　名 区 画 数

合　　　計 2園

東町1丁目24番

3園

東町1丁目44番

認定農業者

認証農業者

6人

1人

審査 区分

合　　　計 2園
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　３　商工関係

　　（１）　小金井市商工会

  ア　補助事業

①経営改善支援事業

②地域総合振興事業及び管理費等

街路装飾灯維持管理事業

　　（２）　農工大多摩小金井ベンチャーポート

　ア　入居者賃料補助状況

※　全21室、補助単価：居室床面積1,500円／㎡

　　（３）　小口事業資金融資関係

　ア　小口事業資金融資審議会開催状況

　・平成27年度融資あっせん・実行状況について

　・平成28年度融資あっせん・実行状況について

　・その他

　・平成28年度融資あっせん・実行状況について

　・平成29年度経営安定化緊急資金の取扱いについて

　・その他

開 催 日

第1回

第2回

4,271,449円

区 分

13商店会 　515支柱分

12事業者（21室）

2,516,468円

内補助金交付者数 補助金額入居事業所数

6,618,555円

議                     題

特別事業

67,208,009円

6事業所（10室） 8,625,645円

合　　　　　　計

事　　　業　　　名 補助金額

2,873,014円

備　　　　考

16,279,486円

15,253,778円

⑴　商店街誘引事業
⑵  名物市事業
⑶　東日本大震災復興応援事業
⑷　建設関連受発注促進事業
⑸　ものづくり体験事業
⑹　こきんちゃんグッズ事業

42,481,289円

5,241,086円

総事業費
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 イ　融資状況 　　（単位：千円）

　ウ　融資未償還状況

年  度  末  融  資  未  償  還  内  訳 1 件 当 た り 平 均 未 償 還 額

377件 710,818,500円 1,885,460円

57月

36月

合　　　　計
95件 8件 4件 6件

1件 2件

77件

0月

0件 0件 0件 0件

0件0件

産 業 振 興 資 金

緊急資金
売上高等減少
連鎖倒産防止

大型店対策資金
0件 0件

3件

0件

0件0件

56月

0件
0月

0月
0件

開 業 資 金
9件 3件 1件

商店街等振興資金
0件 0件 0件

0件 0件

4件

0件

75月
0件 8件

1件

0月

設 備 資 金
9件 1件 0件

特 別 設 備 資 金
0件 0件 0件

運 転 資 金

融資額

実　行 平　　均

取下 償還月数
申　込

未  実  行

63件
56月

4件

減額実行 全額実行否決

74件 4件 3件

区 分

種 別

区 分

種 別
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　　（４）　新・元気を出せ！商店街事業

  　　　ア　平成28年度新・元気を出せ！商店街事業

区分

（注）商店街活性化に向けた商店街の事業に対する補助事業。補助金額は市及び都の合計額。

　　（５）　東小金井事業創造センター（ＫＯ－ＴＯ）の運営

内　容

個室
（6室）

シェアブース
(6室）

シェアスペース
(年間利用）

シェアスペース
(１日利用）

シェアスペース
(貸切利用）

合　　　　　　　計 14 団 体　　　　21 事 業

商店会の仲間をふやそうキャンペーン

　　　（単位：千円）

新小金井西口商店会 新小金井西口落語まつり

黄金井六地蔵盆・子ども祭り

イ
ベ
ン
ト

フラワーフェスティバル2016

納涼盆踊り花火大会ヒガコサマーフェスティバル

商  店  会  名 事　業　の　名　称 事業費 補助金額

小金井北口仲通り商店会 七夕まつり

―

―

　　　　ア　施設の入居及び利用状況

40人

7件

新規
利用者数

0者

0者

16人

―

―

入居状況
(3月末日）

6室

6室

36人

―

―

退去者数

0者

0者

14人

延べ利用数
（年間）

6者

6者

50人

備　　　　考

―

―

―

―

―

武蔵小金井駅前商店会

小金井市農工大通り振興会

小金井市農工大通り振興会

東小金井北口商店会 エコ・サマーフェスティバル

京王通り商店会

小金井北口仲通り商店会

東小金井南口商店会

東小金井南口商店会

小金井市けやき通り商店会

小金井市けやき通り商店会

武蔵小金井駅前商店会

京王通り商店会

前原坂下商店会

小金井市商工会

小金井市商業振興会

東小金井南口商店会

小金井市中央商店街協同組合 

北口こども商店

こがねい十五夜場留

前原盆踊り大会

歳末大売出しスタンプラリー

第40回中元売出し納涼祭り

第21回夏祭り

街路灯飾り付け

歳末謝恩大売り出し

けやきの名画座商店街

けやき通りの小さなお祭り

ヒガコクリスマスフェスティバル

夕焼けこみちフェスタ

活
性
化

シャトー小金井商店会 商店会看板設置

東小金井駅北口地域振興会他２商店会 東小金井駅周辺３商店会合同掲示板設置
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　 イ　セミナー等の開催状況

　４　観光関係
　　（１）　行事

ア　　主催　小金井市観光まちおこし協会

イ　　主催　小金井阿波おどり振興協議会

人　数

主な内容

約44,000人

7人

コウカシタ創業スクール３

創業するための基礎を学ぶ連続講座
アイデアワークショップ、事例研究、
理念設計、コンセプトデザイン、コ
ミュニティ構築、販売戦略、創業のイ
ロハについて、売上げ予測と収支計
画、資金調達と創業支援、ビジネスプ
ラン作成、発表会、交流会　等

18人

26人

16人

32人

参加人数

20人

実施日

3.11～3.12

行     事     名 実 施 日

第62回小金井の四季の観光写真展 7.15～7.22
応募作品総数：155点　入賞作品数：
26点

人  数

約1,000人
小金井 宮地楽器ホール
(小金井市民交流セン

ター）

備　　　　　　考

約120,000人

都立小金井公園
第62回小金井桜まつり

都立小金井公園

祭囃子・花席・茶席・ダンス・フラ・
楽器演奏・屋台の出店　等

第38回小金井阿波おどり大会 7.23～7.24
武蔵小金井駅前南北広場、小金井街
道、MUSAKO通りフェスティバルコート
にて実施した。

第49回小金井お月見のつどい

約55,000人

「創業・第二創業促進補助金」
申請チャレンジショップ

事業名
創業補助金の概要や書類作成のポイン
トを学ぶ説明会

4.2～4.3

9.17～9.18
熱気球・丸太切り・はしご車搭乗・野
点・野草展・天体観測会・屋台の出店
等

事　　業　　名 実 施 日 事  業  内  容　等

コウカシタ新年会

個性ある空間のつくり方を考える
トーク＆空き物件ツアー

コウカシタこどもスクール

コウカシタギャザリング２０１７

起業家をはじめとする大人のサポート
を受けながら、子どもたちが起業まで
のプロセスを学ぶこと及びＰＲイベン
トとして、市民に対し創業支援に関連
する市の取組の周知を図ることを目的
とした小学校４～６年生向けのしごと
体験プログラム

地域に開かれた場のつくり方を考える
ことをテーマとしたトークイベント及
び交流会並びに複数の地元不動産会社
と連携し、店舗や事務所など、市内に
ある空き物件の見学ツアー

まちづくり・地方創生・官民連携等に
関心のある起業家やフリーランス等を
対象に、多様なマッチング機会の創出
及び事業の加速化を目的とした交流会

創業者、金融機関、中間支援団体等の
交流会
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事 業 名 月 日 等 件数等

商品一般 17件 修理・補修 8件

食料品 39件 管理・保管 2件

住居品 34件 役務一般 1件

光熱水品 6件 金融・保険サービス 57件

被服品 31件 運輸・通信サービス 177件

保健衛生品 16件 教育サービス 4件

教養娯楽品 72件 教養・娯楽サービス 29件

車両・乗り物 11件 保健・福祉サービス 34件

土地・建物・設備 34件 他のサービス 49件

他の商品 1件 内職・副業・ねずみ講 3件

クリーニング 4件 他の行政サービス 14件

レンタル・リース・
貸借

47件 他の相談 30件

工事・建築・加工 30件

目的外利用 0件 同意のない提供 0件

不適正な取得 0件 オプトアウト違反 0件

情報内容の誤り 0件 開示等 0件

漏えい・紛失 0件 苦情等の窓口対応 0件

委託先等の監督 0件 その他 0件

一 日 生 活 教 室 30人

51人

7人

14人

14人

44人

36人

11人

20人

42人

11.8、11.10 112人

1.27、1.30
2.1、2.6

125人

153人

144人

0件

750件

金融商品でだまされない！
　最新の特殊詐欺被害から学ぶ

夏野菜を取り入れましょう　地元野菜を使った料理教室

親子で学ぶ消費者講座
　スマホ・ネットを安全に利用するために

一から学ぶスマホ・ネット安全活用術

この表示信じていいの！？
　私たちの生活を守る景品表示法を学ぼう

第２ 消費生活係
　 1　消費者関係

内　　　　　　　　　　　容

消 費 生 活 相 談 月～金

消 費 者 講 座

中学生のための消費者スクール

トラブルを知ってカシコイ消費者になろう！（南中学校）

個人情報苦情相談 月～金

中学生のための消費者スクール

トラブルを知ってカシコイ消費者になろう！（小金井第二中学校）

中学生のための消費者スクール

トラブルを知ってカシコイ消費者になろう！（小金井第一中学校）

ＮＩＳＡってなぁに？

出前寄席
　「サギ師の心！」読んで己を守る

もっと旅を楽しむために知っておきたいチェックポイント

どう選ぶ有料老人ホーム
　後悔しない契約のポイント

中学生のための消費者スクール

トラブルを知ってカシコイ消費者になろう！（東中学校）

いま知っておきたい『マイナンバー』基礎講座

－ 117 －



事　　業　　名

提案型協働事業

北多摩南部地区消費
者行政協議会

成立 取消 削除 合計

不 用 品 交 換 売　手

買　手

おもちゃの病院

消費者団体講習会
講師派遣

　テーマ

11回
リサイクルバザー出店者　　　　　117人　　　

おもちゃの病院　　　　　　　　　 70人

水環境と子どもへの影響～環境や健康に良い本物
の石けんを使いましょう～

第50回消費生活展　マルシェこがねい
356人

リサイクルバザー利用者　　　　　503人　　　　

総会・定例会・
相談員情報連絡会

5回 消費者問題の対策研究・情報交換 

経済課不用品

交換コーナー

月～金

86件

月日等 件数等 内　　　　　　　　容

1回
講演会
「知って安心！消費者被害・悪質商法対策と成年
後見制度」

36人

マイバッグ
キャンペーン

―
消費生活展、武蔵小金井駅南口、消費者ルームま
つりで啓発グッズの配布

不要品の再利用・再資源 （主催　小金井市消費者団体連絡協議会）

消費生活展
（上之原会館）

リサイクルバザー 8月を除く
毎月第3木曜

（上之原会館）

「つなげよう！防災力 ～いのちを守る日ごろの備え～」

消費者ルームまつり
（上之原会館）

68人 第21回消費者ルームまつり

11回
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2　公衆浴場施設改修補助制度実施状況

件　　数 補助金額

1件 469,000円

　 小金井市消費者団体連絡協議会

加入団体 補助金額

5団体 295,080円

はちみつ、佃煮、金目鯛、干しうどん、たけのこ、桃、真タラ、そうめん、

シリアル、じゃがいも、こんにゃく、しめじ、製茶、白桃缶詰、梨、小麦粉、

ザーサイ、きな粉、茶羊羹、青しそ、えごまパウダー、豆菓子、サーモン、

粉ミルク、スキムミルク、ブルーベリージャム、きくらげ、黄桃缶詰、

カシスジャム、ローリエ、栗、ブルーベリー、抹茶、塩蔵昆布、

めんたいこ、全粒粉小麦粉、せんべい,古代米、蜂の子甘露煮、

かちり、れんこん、りんご、なめこ、柿、いわし梅煮、高野豆腐、

山菜しょうゆ煮、はやとうり、玄米、大豆水煮、いちじく、ヨーグルト、

めんたいこ昆布、米、小松菜、キクイモ、米ぬか、炊き込みごはんの素、

ゆず、カリン、長ネギ、柿の皮、うど、むかご、夏みかん、きんかん、

ブルーベリーコンポート、きのこスープ、かぶ、京イモ、もち黒米、

にじます甘露煮、もち赤米、干し椎茸、上新粉、ぬか床、ぬか漬け大根、

梅干し、鯖、ふきのとう、こんぶ豆、ヤーコン、山菜水煮、まいたけ、

いりぬか、ブルーベリーソース

区　　分 開　催　日

第1回

第2回

第3回

受　　　　　付

3　消費者団体育成

4　放射能測定実施状況

　　測定件数 129件　

測
定
品
目

5　小金井市消費生活審議会開催状況

議　　　　　　　　題

これからの消費者行政のあり方について

これからの消費者行政のあり方について

これからの消費者行政のあり方について
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保険年金課

市 民 部

国 民 年 金 係

国民健康保険係

高 齢 者 医 療 係





第１　国民健康保険係

１　国民健康保険

（１）　小金井市国民健康保険運営協議会　

１

２

て

３

て

４

　　　　療養諸費・高額療養費

件 円 円 円 円

平成２７年度小金井市国民健康保険特別会計決算の概要につい

報告 平成２８年度小金井市国民健康保険特別会計予算の概要につい

その他

（２）　給　付

回数 開催日 区分

１０.２７

報告

報告

支 払 義 務 額
区 分 ・ 事 項

退
職
被
保
険
者
等 高額療養費

計

件 数

療養給付費

計

議題

療養給付費

第１回 諮問

一
般
被
保
険
者

療 養 費

療 養 費

高額療養費

小金井市国民健康保険高額療養費等貸付基金の廃止について

徴 収 額費 用 額 支 出 額
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（３）　資　格

　　①　世帯数・被保険者数 (単位：世帯、人）

　　②　被保険者数増減内訳

　　③　異動届出書件数 (単位：件）

　　④　被保険者証交付件数 (単位：件）

（４）　保健事業

　　①　健康診査（人間ドック・脳ドック)利用状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

(単位：人）

人間ドック

脳ドック

新規 計再交付

生保開始

△ 88

その他

遠隔地 住所地特例

死亡

計

マル学

減 少
社保加入

転入

転出

増 加
社保離脱

(単位：人）

△ 30

後期高齢者
離脱出生 計その他

計

△ 1,338△ 893

後期高齢者
加入

合計

混合

世帯数

簡易脳ドック

その他の異動

差 △ 520

生保廃止

資格取得 資格喪失

退職

１世帯当り

被保険者数一般

被保険者数

退職

28.3.31現在

29.3.31現在

区分　

　年度 一般
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　　②　特定健康診査・特定保健指導実施状況

　　③　後発医薬品自己負担額差額通知

（５）　国民健康保険一部負担金減免件数

（単位：世帯）

（６）　国民健康保険税

　　①　国民健康保険税軽減世帯数

　　②　非自発的失業者状況 　③　国民健康保険税減免件数

２　健康保険(日雇特例健康保険）

（１）　健康保険委任事務の状況 28.3.１～29.2.28

　（　　)取得再掲

喪失

特定健康診査 特定保健指導

対象者数 受診者数 受診率 支援区分 対象者数 初回面談
利用者

利用率

動機付け
支援

件　　数（件）

(単位：人）

災害
生活
困難

積極的
支援

手当金
申請

計
介護該当
非該当届
の受理

被扶養届
の受理

　④　糖尿病性腎症重症化予防実施状況　(単位：人）

対象者数
初回面談
利用者

利用率

※災害は東日本大震災による被災者に係る一部負担金の減免件数

（単位：世帯）

７割軽減世帯 ５割軽減世帯 ２割軽減世帯 軽減世帯合計 課税対象世帯 軽減世帯の割合

その他 計

医療

介護

（単位：件）

件　　数（件） 災害
生活
困難

旧被
扶養者

その他 計

（単位：件）

特別受給
票交付

確認数手帳交付
 受給票
交付

取得
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第 ３　　高 齢 者 医 療 係

１　後 期 高 齢 者 医 療

(1)　被保険者数および負担区分割合状況＜平成２９年３月３１日現在＞　 　      　　　　 　（単位：人）

３割 １割

(2)　健康診査（人間ドック・脳ドック）利用状況 （単位：人）

脳ドック 簡易脳ドック 計

(3)　後期高齢者健診受診状況

     受診者数  （人）       受診率　 （％）

(4)　葬祭費支給状況

(5)　後期高齢者医療保険料

 ①　口座振替状況

　　調定件数  （件） 　口座振替件数  （件） 　　口座振替率 （％）

第６期 (12月26日)

第７期 (1月31日)

第８期 (2月28日)

随時期（3月31日）

納期

第１期 (8月1日)

第２期 (8月31日)

第３期 (9月30日)

第４期 (10月31日)

第５期 (11月30日)

人間ドック

受診券発送件数（件）

    支給件数 （件）

被保険者数
負担区分割合

75歳以上

障害認定者

合計
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 ②　納付勧奨 （単位：件）

区分 発送件数

 ③　減免件数 （単位：件）

生活困難 その他 計災害

前年度随時期(3月)

第８期 (2月)

第２期 (8月)

第７期 (1月)

督促状

納期

第６期 (12月)

第３期 (9月)

第４期 (10月)

第５期 (11月)

第１期 (7月)
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第３ 国民年金係

１ 被保険者数内訳

（単位：人）

被 保 険 者 数

第１号被保険者 任意加入被保険者 第 号被保険者 総 数

１６，５３０ ３６８ ９，３２５ ２６，２２３

２ 被保険者届出業務

届出受理

（単位：件）

内 容 件 数 内 容 件 数 内 容 件 数

資 格 取 得 １，６７５ 転 出 ２，５４１ 転 居 ６６８

任 意 加 入 ８４ 重 複 取 消 ０ 手帳再交付 １０７

転 入 １，９３２ 訂 正 ０ 付 加 申 出 １５６

資 格 喪 失 ２５８ 種 別 変 更 ３７２ 付 加 辞 退 ０

喪 失 申 出 １９ 氏 名 変 更 ２５２ 計 ８，０６４

３ 保険料業務

（１）免除

（単位：件）

法 定 免 除 受 付 未 送 付 送 付 取 下 等 未 承 認 決 定

該 当 １９５ ０ １９５ ０ ０ １９５

消 滅 ８２ ０ ８２ ０ ０ ８２

（単位：件）

申 請 免 除
受 付 未送付 送 付 取下等 却 下 承 認

３，５９３ ０ ３，５９３ ６ ２５０ ３，３４３

（２）学生納付特例

（単位：件）

学 生 納 付 特 例
受 付 未 送 付 送 付 取 下 等 却 下 承 認

１，５７７ ０ １，５７７ ０ ７ １，５７０
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４ 給付業務

（１）裁定請求等受理送付

（単位：件）

区 分 受 理 送 付 未送付
決 定

未決定
年度 年度

老 齢 基 礎 年 金 ２６ ２６ ０ １６ ２２ ０

障 害 基 礎 年 金 ３５ ３５ ０ ３６ ３２ ３

遺 族 基 礎 年 金 ２ ２ ０ １ ２ ０

寡 婦 年 金 ０ ０ ０ ０ ０ ０

死 亡 一 時 金 １０ １０ ０ １０ １０ ０

障 害 状 態 確 認 届 ４４ ４４ ０

障 害 死 亡 届 ０ ０ ０

障 害 未 支 給 ５ ５ ０

障 害 額 改 定 １ １ ０

障害受給権者支給停止事由消滅届 ０ ０ ０

受 給 選 択 申 出 ０ ０ ０

特 別 一 時 金 ０ ０ ０

寡 婦 年 金 未 支 給 ０ ０ ０

加 算 額 該 当 ・ 不 該 当 届 ２ ２ ０

遺 族 失 権 届 ０ ０ ０

遺 族 支 給 停 止 事 由 該 当 書 ０ ０ ０

遺 族 基 礎 年 金 未 支 給 ０ ０ ０

（２）特別障害給付金

（単位：件）

区 分 受 理 送 付 未送付 決 定 未決定

特別障害給付金 ０ ０ ０ ０ ０

特別障害未払金 ０ ０ ０ ０ ０
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第　1　　諸　税　係　・　市　民　税　係　

1　税務関係諸証明及び閲覧

　　　　　　　　（注）資産税課及び納税課の各該当数値を含む。

件 件 件 円

土 地

家 屋

固定資産評価通知書
土 地

（不動産登記用）
家 屋

無　料

所 在 証 明

小　　　　　　　計

家 屋 滅 失 証 明

公 図 証 明

住 宅 用 家 屋 証 明

課 税 台 帳 記 載 事 項 証 明

金　　　額

固 定 資 産 公 課 証 明

固 定 資 産 物 件 証 明

種　　　　　　　類 総件数

固定資産評価証明

有　料

納 税 証 明 （ 一 般 会 計 分 ）

課 税 証 明

非 課 税 証 明

合　　　　　　　　　　計

閲
　
　
覧

公 簿 （ 登 記 簿 副 本 ） 閲 覧

公 図 の 写 し

小　　　　　　　計

そ の 他 の 閲 覧

証
　
　
　
　
　
　
　
明

納税証明（国民健康保険特別会計分）

小　　　　　　　計
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2　市税の調定（現年課税分）

年度別

税目別 調定額（円） 構成比(%) 調定額（円） 構成比(%) ％

特 徴

普 徴

均 等 割

法 人 税 割

市
　
　
民
　
　
税

個
　
人

法
　
人

対前年度比平成28年度平成27年度

都 市 計 画 税

合　　　　　計

固
定
資
産
税

純 固 定 資 産 税

　　交　　　　付　　　　金

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税
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　　　3　市民税納税義務者数等

　　　　　（1）　個人市民税

　　　　　　　ア　納税者数

　

人 人 ％ 人 人 ％

　　　　　　　イ　特別徴収義務者数

内　　訳

件 件 ％

　　　　　（2）　法人市民税

　　　　　　　ア　納税者数（申告件数）

内　　訳

　
件 件 ％

　

　

平成28年度 対前年度増減数 対前年度比

平成28年度 対前年度増減数

義務者数
△ 26

対前年度比

法 人 税 割

分離退職課税

合 計

所　得　割

区　　分

特別徴収

合　　　　計

併　　　課

均 等 割

一　　　　　　般

区　　分

△ 609

△ 522

区　分

内　訳

均　等　割

平成28年度
対前年度
増減数

対前年度
比

平成28年度

普　　　通　　　徴　　　収特　　　別　　　徴　　　収

対前年度
増減数

対前年度
比
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イ　月別申告書受付件数

合  計

ウ　異動状況

種別
確定申告書等 予定中間申告書 修正申告書等

月別

（単位：件）

合　　計

（単位：件）

異動状況

28.4.1現在
法人登録数

新設転入等
件　　　　数

解散転出等
件　　　　数

29.3.31現在
法人登録数

－ 132 －



　エ　法人登録状況

次に掲げる法人 件

ア 　 法人税法第２条第５号の公共法人及び地方税法第294条第７項に規定する公益法人等のうち、地

方税法第296条第１項の規定により均等割を課することができないもの以外のもの（法人税法別表第

２に規定する独立行政法人で収益事業を行うものを除く。）　　

イ 　 人格のない社団等

ウ 　 一般社団法人（非営利型法人（法人税法第２条第９号の２に規定する非営利型法人をいう。以下こ

の表において同じ。）に該当するものを除く。）及び一般財団法人（非営利型法人に該当するものを除

く。）

エ 　 保険業法（平成７年法律第105号）に規定する相互会社以外の法人で資本金の額又は出資金の額

を有しないもの（アからウまでに掲げる法人を除く。）

オ 　 資本金等の額（地方税法第292条第１項第４号の５に規定する資本金等の額をいう。以下この表に

おいて同じ。）を有する法人（法人税法別表第２に規定する独立行政法人で収益事業を行わないもの

及びエに掲げる法人を除く。以下この表において同じ。）で資本金等の額が1,000万円以下であるもの

のうち、市内に有する事務所、事業所又は寮等の従業者（俸給、給料もしくは賞与又はこれらの性質

を有する給与の支給を受けることとされる役員を含む。）の数の合計数（以下この表において「従業者

数の合計数」という。）が50人以下のもの

円

資本金等の額を有する法人で資本金等の額が1,000万円以下であるもの
のうち、従業者数の合計数が50人を超えるもの

円
資本金等の額を有する法人で資本金等の額1,000万円を超え1億円以下
であるもののうち、従業者数の合計数が50人以下であるもの

円
資本金等の額を有する法人で資本金等の額が1,000万円を超え1億円以
下であるもののうち、従業者数の合計数が50人を超えるもの

円
資本金等の額を有する法人で資本金等の額が1億円を超え10億円以下
であるもののうち、従業者数の合計数が50人以下であるもの

円
資本金等の額を有する法人で資本金等の額が1億円を超え10億円以下
であるもののうち、従業者数の合計数が50人を超えるもの

円
資本金等の額を有する法人で資本金等の額が10億円を超えるもののうち、
従業者数の合計数が50人以下であるもの

円
資本金等の額を有する法人で資本金等の額が10億円を超え50億円以下
であるもののうち、従業者数の合計数が50人を超えるもの

円
資本金等の額を有する法人で資本金等の額が50億円を超えるもののうち、
従業員数の合計数が50人を超えるもの

円

合　　　　　　　　　　　　　計

資本金等による均等割税率（年税額）区分 法　人　数
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4　軽自動車税

　　　　　　車種別異動状況

年　度

　種　別

台 台 台 台 台 ％

  5　市たばこ税

４ 月 １０ 月

５ 月 １１ 月

６ 月 １２ 月

７ 月 １ 月

８ 月 ２ 月

９ 月 ３ 月

   6　減　　　免

件 件 件 円 件

合 計

軽 自 動 車 税

法 人 市 民 税

市 民 税 ・ 都 民 税

固 定 資 産 税 ・ 都 市 計 画 税

申請件数

合 計

区　　　分

税　　　目 件数等許可件数

未決定決　　　　　定　　　　　分

不許可件数 税　　　　額

区　　分

月　　別

区　　分

月　　別
調　　　定　　　額 調　　　定　　　額

（単位：円）

△ 3

△ 110合　　　　計

△ 56

△ 25

第 一 種

第 二 種 （ 乙 ）

第 二 種 （ 甲 ）

貨物
軽四輪

軽 三 輪

軽 二 輪

乗用

平成27年度
平　成　28　年　度

登録台数 廃車台数 増　減

△ 14

対前年度比

△ 116

△ 21

計

二 輪 の 小 型 自 動 車

小 型 特 殊 自 動 車
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第１　家屋係

　１　家屋

　　（１）　納税義務者数 （単位：人）

　　（２）　概　要

　　　ア　課税

総評価棟数 総床面積 総決定価格

（㎡） （千円）

木　　　　造

非　木　造

合　　　　計

　　　イ　非課税及び法定免税点未満

非　課　税

免税点未満

　　（３）　登記通知　　　（２８．４．１～２９．３．３１）

　　　ア　所有権に関する登記

異 動 区 分 件　　数 申請者数（人） 異 動 区 分 件　　数 申請者数（人）

売買・贈与等 住所移転等

相続・買収等 そ の 他

錯誤・誤謬等 合　　　計

　　　イ　表示に関する登記

異 動 区 分 件　　数 申請者数（人） 異 動 区 分 件　　数 申請者数（人）

新　　　築 そ の 他

増　改　築 合　　　計

　２　償却資産

　　（１）　納税義務者数 （単位：人）

区　　　　分 総　　　　数

市長決定分

総務大臣決定分

都知事決定分

合　　　　計

総　　　　　　　　　　数 法定免税点未満のもの 法定免税点以上のもの

単位（㎡）当たり価格

(円）

棟　　　　　　　数 床　　面　　積（㎡）

法定免税点未満のもの 法定免税点以上のもの
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　　（２）　概　要 （単位：千円）

内　　　　訳

市長決定分

総務大臣決定分

都知事決定分

合　　　　計

第２　土地係

　１　土地

　  （１）　納税義務者数 （単位：人）

 　 （２）　概　要

　 　 ア　課税

区分

平均価格 最高価格

地目 （㎡） （千円） （円） （円）

一　般　畑

宅　　　　地

山　　　　林

雑　種　地

合　　　　計

 　　 イ　非課税

　  　ア　所有権に関する登記

異 動 区 分 件　　数 申請者数（人） 異 動 区 分 件　　数 申請者数（人）

売買・贈与等 住所移転等

相続・買収等 そ の 他

錯誤・誤謬等 合　　計

　  　イ　表示に関する登記

異 動 区 分 件　　数 申請者数（人） 異 動 区 分 件　　数 申請者数（人）

分 合 筆 そ の 他

地目変換

登録地成 合　　　計

決　定　価　格 課税標準額

総　　　　　　　数 法定免税点未満のもの 法定免税点以上のもの

筆　　　　　　　　　　数 地　　　　　　　　　積（㎡）

  　（３）　登記通知　　　（２８．４．１～２９．３．３１）

評価総地積 総評価額 評価総筆数
単位（㎡）当たり価格

宅地介在畑・
市街化区域畑
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市 民 部
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　 ３   督促状発送状況

内　訳 

 税　目 現　年 前年同期

市民税・都民税
（普通徴収分）

同　上

同　上

同　上

市民税・都民税
（特別徴収分） 毎月

法人市民税 毎月

固定資産税
都市計画税

同　上

同　上

同　上

軽自動車税 全

国民健康保険税

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

(注)  1 市・都民税（普徴分）、固定資産税・都市計画税、国民健康保険税の期別納税義務者数は督促対象期別の月末数値。
       ２ 市・都民税（特徴分）、法人市民税、軽自動車税の納税義務者数は、発送時点での納税義務者数。

　４　口座振替状況

　　　　　　　　　期別
　税目

第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期 第8期 計

市   民   税
都   民   税 － － － －

固定資産税
都市計画税 － － － －

軽自動車税 － － － － － － －

国民健康保険税

期別

発  送  率　　（％）

発送件数（件）納税義務者数（人）
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第２　納 税 係

　１　納付催告書発送状況

　種 類

計

　２　差押状況

(1)　執行 (2)　換価・取立て

区　分

不　動　産

動　    産

債　　　権

無体財産権

計

　３　参加差押状況

(1)　執行 (2)　配当

区　分

不　動　産

動　産　等

無体財産権

計

　４　交付要求状況

(1)　執行 (2)　弁済・配当

区　分

競売事件

破産事件

そ の 他

計

　５　納税の猶予等

区　分

徴収猶予

換価の猶予

執行停止

配当額（円）区　分

配当額（円）人数 (人） 滞納税額（円）

　現年催告（封書）

人数 (人）

　滞納繰越含む封書

人数 (人） 人数 (人）

債　　　権

無体財産権

不　動　産

不　動　産

動　産　等

　現年催告（葉書）

    　　　　　　　　　　　 発送月

人数 (人） 滞納税額（円） 公売・取立額（円）

人数 (人）

計

滞納件数(件) 滞納税額（円）

そ の 他

区　分

破産事件

無体財産権

競売事件

計

人数 (人）

動　    産

滞納税額（円）

計

区　分

計9月 10月 11月 12月

（単位：件）

1月 2月4月 5月 6月 7月 8月 3月
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